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活
保
護
費
等
で
、
前
年
度
比
6.6
％

増
の
30
億
５
５
６
０
万
円
と
な

り
、
歳
出
全
体
の
13
・
７
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

扶
助
費
は
臨
時
福
祉
給
付
金
・

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
給

付
事
業
、
障
が
い
者
自
立
支
援
事

業
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
費
、
生

市
税
収
入
は
、
給
与
所
得
や
新

築
家
屋
の
増
加
、
新
規
医
療
法
人

の
設
立
等
に
伴
い
前
年
度
よ
り

2.1
％
増
の
94
億
３
１
２
７
万
円
と

な
り
、
徴
収
率
も
前
年
度
よ
り

0.6
％
上
昇
し
て
94
・
９
％
で
し
た
。

市
税
は
歳
入
全
体
の
39
・
９
％

を
占
め
、
前
年
度
繰
越
金
や
基
金

繰
入
金
を
含
め
た
自
主
財
源
の
比

率
は
51
・
８
％
で
し
た
。

国
庫
支
出
金
は
、
事
業
終
了
に

伴
う
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

や
公
立
学
校
施
設
整
備
費
負
担
金

等
の
減
額
に
よ
り
前
年
度
比
18
・

５
％
の
減
、
一
方
、
県
支
出
金
は

降
雪
災
害
復
旧
支
援
補
助
金
等
の

た
め
2.7
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

投
資
的
経
費
は
、
前
年
度
に
石

橋
小
学
校
・
古
山
小
学
校
・
石
橋

北
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
改

修
事
業
及
び
ア
ユ
種
苗
施
設
整

備
支
援
事
業
が
完
了
し
た
の
で
、

７
億
７
１
５
７
万
円
、
前
年
度
比

17
・
１
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
を
初
め
８
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
の
平
成
26
年
度
決

算
に
つ
い
て
は
、
９
月
２
日
に
会

計
管
理
者
の
説
明
及
び
代
表
監
査

委
員
の
審
査
報
告
を
受
け
、
７
日

の
本
会
議
で
の
総
括
質
疑
、
８
日

以
降
に
開
催
さ
れ
た
各
常
任
委
員

会
で
の
審
査
を
経
て
、
最
終
日
の

25
日
、
本
会
議
に
お
け
る
表
決
の

結
果
、
す
べ
て
の
会
計
に
つ
い
て
、

全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
第
３
回
定
例
会

は
、
９
月
１
日
か
ら
25
日
ま
で

の
25
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

市
長
提
案
に
よ
り
、
人
事
案

件
８
件
、
平
成
26
年
度
決
算
認

定
10
件
、
平
成
27
年
度
補
正
予

算
案
11
件
、
条
例
の
一
部
改
正

案
５
件
、
及
び
そ
の
他
の
議
案

２
件
の
計
36
件
が
提
出
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
ほ
か
、
平
成
26
年

度
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率
な
ど
の
報
告
７
件
を

受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
に
よ
り
市

議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
案

及
び
国
へ
の
意
見
書
案
が
提
出

さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
６
人
の
議
員

が
そ
れ
ぞ
れ
市
の
対
応
や
考
え

方
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

平成27年平成平成平成27成27年7277年7年 ３第３回

９月１９月１日 火（火火（火火）火）
～～22525日 金（金金（金金）金）

平成27年 第３回

９月１日（火）
～25日（金）

平成27年 第３回

定 例 会定 例 会
９月１日（火）
～25日（金）

平
成
26
年
度

決
算
を
認
定

決
算
を
認
定

一般会計  

特別会計

会　　　　　計　　　　　名
■平成 26 年度一般・特別会計歳入歳出決算

■平成 26年度水道事業会計決算（税込）

（単位：千円）

（単位：千円）

歳　　入 歳　　出

国民健康保険 
後期高齢者医療 
介護保険（保険事業勘定） 
介護保険（介護サービス事業勘定） 
公共下水道事業 
農業集落排水事業 
石橋駅周辺土地区画整理事業 
仁良川地区土地区画整理事業

236億2497万0
58億4997万0
5億0154万5
33億4333万2

404万7
19億2521万2
4億3258万3
3898万5

8億0083万4

222億3441万0
55億4846万5
4億9986万0
32億6568万6

362万9
18億7142万9
4億2124万9
2962万6

6億7546万6

収益的収支
資本的収支

区　　　　分 収　　入 支　　出
10億5153万0
1億8087万8

8億2042万2
6億3865万7

市税
94億3,127万3千円

39.9%

地方交付税
36億6,299万9千円

15.5%

市債
27億3,950万円

11.6%

国庫支出金
24億3,299万5千円

10.3%

県支出金
14億2,048万4千円

6%

繰越金
12億1,576万円

5.2%

その他
27億2,195万9千円

11.5%

人件費
33億9,786万6千円

15.3%

扶助費
30億5,560万8千円

13.7%

公債費
29億806万6千円

13.1%

普通建設事業費
37億3,191万7千円

16.8%

物件費
32億7,594万3千円

14.7%

補助費等
26億6,179万3千円

12%

繰出金
22億8,976万3千円

10.3%

その他
9億1,345万4千円

4.1%

義務的経費
93億6,154万円

42.1%

投資的経費
37億3,191万7千円
16.8%

その他の経費
91億4,095万3千円

41.4%

総額222億3,441万円

■平成26年度一般会計決算

歳
出

歳
入

（
性
質
別
）

総額236億2,497万円

一
般
会
計
概
要

歳
入

市
税
徴
収
率
ア
ッ
プ

歳
出

投
資
的
経
費
は
減
少
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収入未済額は前年度から約 8800 万円（8.1％）
の減となっているが､ 全会計合わせると 10 億円
を上回っている。
負担の公平性を確保する意味からも､ 市税のみ
ならず負担金や諸収入の収入未済についても縮減
に向け引き続き全庁的に取り組まれたい。

職員の時間外や休日勤務は所属部署により偏り
が見られ、所属内の特定の人に負担がかかってい
る状況が見られる。
時間外勤務手当も増加傾向で、事務量の増加に

よる職員の負担増も読み取れる。
　職員の健康管理上の問題も懸念されるので、職
員配置等についても検討願う。

　被保護世帯数・被保護人は減少し、保護率は前
年度に比べ 0.14 ポイントの減少となった。
　関係機関との連携を強化し、扶助費の抑制に向
けて受給者への就労支援等を推進されたい。

※
１
将
来
負
担
比
率
…
市
が
現
在
抱

え
て
い
る
負
債
の
大
き
さ
を
財
政
規

模
に
対
す
る
割
合
で
表
し
た
も
の
。

※
２
経
常
収
支
比
率
…
人
件
費
や

公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
に
一
般

財
源
が
ど
の
程
度
費
や
さ
れ
て
い
る

か
表
し
た
も
の
。

※
３
財
政
力
指
数
…
標
準
的
な
行
政

を
行
う
場
合
に
必
要
な
一
般
財
源
額

の
う
ち
、
ど
の
程
度
地
方
税
等
の
収

入
で
ま
か
な
え
る
か
を
表
し
た
も
の
。

※
４
実
質
公
債
費
比
率
…
市
の
借
金

の
返
済
金
が
税
な
ど
の
一
般
財
源
に

占
め
る
割
合
。
低
い
ほ
う
が
望
ま
し

く
、
18
％
を
超
え
る
と
地
方
債
の
発

行
に
国
や
県
の
許
可
が
必
要
と
な
る
。

財
政
力
指
数
は
０
・８
０
１
で
第
５

位
、
財
政
規
模
に
対
す
る
公
債
費

の
規
模
を
示
す
実
質
公
債
費
比
率

は
前
年
度
よ
り
0.6
ポ
イ
ン
ト
低
い

6.9
％
で
第
７
位
と
な
り
、
い
ず
れ

の
数
値
も
本
市
財
政
の
健
全
性
を

裏
づ
け
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

26
年
度
決
算
に
基
づ
く
県
内
14

市
の
財
政
指
標
比
較
で
は
、
財
政

規
模
に
対
す
る
将
来
負
担
比
率
は

マ
イ
ナ
ス
69
・
４
％
で
第
１
位
、

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る

経
常
収
支
比
率
は
85
・
５
％
で
第

２
位
、
自
治
体
の
財
政
力
を
示
す

財
政
健
全
化
判
断
比
率
は
良
好

財
政
健
全
化
判
化
判
断
比
率
は
良
好
良
好

前
年
度
に
続
き
健
全
財
政
を
維
持

健全化判断比率

資金不足比率

項　　　　　　　目

■経常収支比率及び財政力指数

■財政健全化判断比率及び資金不足比率の状況

※赤字を生じていない等の理由により「該当なし」の場合は「－」表記

26年度
早期健全化基準
または

経営健全化基準
25年度

－
－
6.9%
－
－
－
－
－
－

－
－
7.5%
－
－
－
－
－
－

12.84%
17.84%
25.00%
350.00%
20.00%
20.00%
20.00%
20.00%
20.00%

経　常　収　支　比　率
財　政　力　指　数

項　　　　　目 26年度 25年度
85.5%
0.801

84.2%
0.802

実 質 赤 字 比 率
連 結 実 質 赤 字 比 率
実 質 公 債 費 比 率
将 来 負 担 比 率
水 道 事 業
公 共 下 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
石橋駅周辺土地区画整理事業
仁良川地区土地区画整理事業

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

18%

20%

H26H25H24H23H22H21H20H19H18

17.4%

15.0%
13.9%

12.1%

10.1%

8.5%

7.7%

7.5%

6.9%

各年度の実質公債比率

決算審査報告をする瀧沢代表監査委員

監査委員決算審査報告

時間外勤務手当が増加傾向、職員配置等
の検討を願う

収入未済額、一層の縮減を

生活保護費受給者への就労支援等の推進を

※
１

※
２

※
４

※
３
※
３
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　国の地方創生先行型交付金（上乗せ
交付分）を活用し、1037万円が追加さ
れました。感情認識ロボット「P

ペ ッ パ ー

epper」
を２台導入、新庁舎の１階ロビーなど
で市のＰＲなどに運用されます。

　９月９～ 10 日にかけて発生した豪
雨災害に対応するため、被災家屋衛生
対策業務や廃棄物処理に要する経費、
被災された方々に対する災害見舞金、
被災した市道や公園、農業用施設等の
災害復旧費など１億 1915 万円が定例
会最終日に追加計上されました。

　石橋児童館が老朽化等の理由により 28年
度に解体されることから、（仮称）こどもの
広場いしばし整備事業として、テーマ館を改
修し子どもの遊び場を確保します（738万円）。

　国分寺図書館北側の市道１―12 号
線しもつけアンダー１の修繕工事や自
治医大駅西口等のトイレ改築、新築に
要する設計費など 749 万円が追加計上
されました。

平
成
27
年
度
各
会
計
補
正
予
算

案
が
提
出
さ
れ
、
左
表
の
と
お
り

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
12
億
２
５
５
８
万

３
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額

２
８
６
億
４
９
０
８
万
９
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

９
月
１
日

本
会
議
【
開
会
】

（
議
案
の
説
明
、

一
部
表
決
）

２
日

本
会
議

（
議
案
の
説
明
）

３
日

本
会
議

（
一
般
質
問
）

７
日

本
会
議

（
議
案
の
質
疑
、

委
員
会
付
託
）

８
日

経
済
建
設

常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

11
日

教
育
福
祉

常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

14
日

総
務
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

16
日

教
育
福
祉

常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

25
日

本
会
議
【
閉
会
】

（
委
員
長
報
告
、

追
加
議
案
、
表
決
）

第
３
回
定
例
会

会

期

日

程

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

豪
雨
災
害
復
旧
の
た
め
の
予
算
な
ど
を
追
加

豪
雨
災
害
復
旧
の
た
め
の
予
算
な
ど
を
追
加

豪
雨
災
害
復
旧
の
た
め
の
予
算
な
ど
を
追
加

一般会計  

特別会計

会　　　　　計　　　　　名
■平成 27 年度各会計補正予算 （単位：千円）

補　正　額 補正後の予算額

国民健康保険 
後期高齢者医療 
介護保険（保険事業勘定） 
介護保険（介護サービス事業勘定） 
公共下水道事業 
農業集落排水事業 
石橋駅周辺土地区画整理事業 
仁良川地区土地区画整理事業

12億2558万3
△2624万0
168万5
5125万2
41万8

5378万3
1133万3
935万9
1184万7

286億4908万9
63億3040万4
4億9693万2
36億0539万4

424万0
17億6115万5
4億2477万8
2052万9

6億0649万1

災
害
復
旧
費
な
ど

児
童
館
費

し
も
つ
け
・
未
来
・

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

道
路
維
持
費

し
も
つ
け
ア
ン
ダ
ー
１

テ
ー
マ
館

新庁舎ロビー（イメージ）
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市
役
所
新
庁
舎
へ
の
移
転
予
定

に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

現
在
は
小
金
井
１
１
２
７
番
地

で
す
が
、
移
転
後
の
市
役
所
の
位

置
は
笹
原
26
番
地
と
な
り
ま
す
。

択
制
の
導
入
、
入
学
一
時
金
の
創

設
、
償
還
期
間
と
償
還
方
法
の
改

正
と
な
り
ま
す
。

「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
法
）」
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
平
成
28
年
１
月
か
ら
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
利
用
開
始
に
向
け
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

経
済
的
理
由
で
就
学
困
難
な
学

生
に
利
用
し
や
す
い
奨
学
金
貸
付

制
度
と
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。主
な
内
容
は
、

奨
学
金
の
貸
付
月
額
の
改
定
と
選

条
例
条
例

奨
学
金
貸
付
条
例
の
一
部

改
正

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
改
正

市
役
所
の
位
置
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

人
事
人
事

石　嶋　和　夫

市　村　充　章

田中　民樹子

大久保　芳雄

黒　須　光　男

石　川　康　則

小　平　　　勲

氏　名
新任

再任

再任

再任

新任

新任

再任

新・再職　　名

教育委員会委員

政治倫理審査会

委　　員

黒　川　和　子

橋本　眞差子

大　橋　幸　子

氏　名職　　名

農業委員会委員

生　澤　里　美

氏　名職　　名

人権擁護委員
いし じま かず お

いち むら みつ あき

た なか み き こ

おお く ぼ よし お

くろ す みつ お

いし かわ やす のり

こ だいら いさお

し めい

くろ かわ かず こ

はし もと ま さ こ

おお はし さち こ

し めい

いけ ざわ さと み

し めい

　任期満了等の理由により、教育委員
会委員１人及び政治倫理審査会委員６
人の選任に全会一致で同意しました。

　生澤里美氏の任期が平成 27年 12月 31日をもっ
て満了となることから、実績と信頼のある同氏を
人権擁護委員として再任することとして推薦する
ことに同意しました。

　市農業委員会委員の議会推薦者について、下表
の３名を推薦しました。

教育委員会委員・
政治倫理審査会委員を選任
教育委員会委員・
政治倫理審査会委員を選任
教育委員会委員・
政治倫理審査会委員を選任

人権擁護委員候補者を推薦人権擁護委員候補者を推薦人権擁護委員候補者を推薦

市農業委員会委員に３名を推薦市農業委員会委員に３名を推薦市農業委員会委員に３名を推薦

■平成 26 年度一般会計継続費
精算報告書
■平成 26 年度水道事業会計継
続費精算報告書
　子ども・子育て支援事業計画
策定業務・国分寺第１配水場施
設整備更新事業が平成 26 年度
で終了したため、報告を受けま
した。

■平成 26 年度公益財団法人下
野市農業公社の経営状況説明
■平成 26 年度株式会社道の駅
しもつけの経営状況説明
■平成26年度一般財団法人グリ
ムの里いしばしの経営状況説明
　本市が出資している３法人の
平成 26 年度経営状況について、
地方自治法の規定により報告が
ありました。

■平成 27 年度下野市教育委員
会点検・評価報告
　市教育委員会の事務の管理及
び執行状況について報告があり
ました。

定期に貸し付ける
修学資金（月額）

入学一時金

奨　学　金　の　区　分
■奨学金貸付金額の改正内容

改　正　後 改正前

２万円

３万円、４万円、５万円
から選択

１０万円

修学資金３万円の場合、５０万円
修学資金４万円の場合、３０万円
（修学資金５万円の場合は無）

１万５千円

３万円

なし

なし

高等学校、中等教育学校の
後期課程、高等専門学校ま
たは専修学校の高等課程
短期大学、大学または専
修学校の専門課程
高等学校、中等教育学校の
後期課程、高等専門学校ま
たは専修学校の高等課程

短期大学、大学または専
修学校の専門課程

報
告
報
告
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９月 28 日～ 10 月２日、本市とドイツ・ディーツヘ
ルツタール市との姉妹都市 40 周年を記念して、本市
訪問団として市長をはじめ 16 名が現地に派遣されま
した。市議会からは松本賢一議長が出席、歓迎式典や
ディーツヘルツタール市議会のショール議長との会談
などをが行われました。

　ショール議長によれば、ディーツヘルツタール市
議会は 23 人の議員で構成され、議員報酬は１人に
つき１日 30 ユーロとのことでした。
　議会は毎月４日間、18 時から 23 時に開催し、委
員会は議会開会前日に開催されるとのことです。
　また、議員の任期は５年、議員選挙については個
人名ではなく党派で投票がされるそうです。

　歓迎式典のほかにも、同市が発祥のグローバル企
業「リタール」や介護施設「クローンベルク」、若者
支援施設ユースクラブ「ジャスト」などを訪問、現
地の産業事情や施設の運営形態などを視察しました。

「
国
の
責
任
に
よ
る
35
人
以
下
学
級

の
前
進
」
を
求
め
る
陳
情
の
採
択
を
受

け
、
議
員
発
議
に
よ
り
意
見
書
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
表
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
、
国
の
関
係
機
関
へ

送
付
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
４

件
の
陳
情
が
提
出
さ

れ
、
教
育
福
祉
常
任

委
員
会
に
お
い
て
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
小
学
校

３
年
生
以
降
に
お
い

て
35
人
以
下
学
級
の

前
進
を
求
め
る
陳
情

に
つ
い
て
は
採
択
と

な
り
ま
し
た
。
高
校

無
償
化
の
復
活
に
関

す
る
陳
情
等
３
件
に

つ
い
て
は
、
国
の
財

政
状
況
等
を
踏
ま

え
、
さ
ら
に
慎
重
に

審
査
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
判
断
か

ら
、
今
定
例
会
の
会

期
中
に
は
結
論
を
出

さ
ず
、
閉
会
後
も
継

続
し
て
審
査
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 陳

情
陳
情

件　　　名 陳情の趣旨

■平成 27 年第３回定例会において審査された陳情
審査結果

採　択

継　続

継　続

継　続

付託常任
委員会

教育福祉

教育福祉

教育福祉

教育福祉

国の責任で小学 3 年生以降の 35 人以下学級を計画的に前進さ
せること、また、35 人以下学級実現のため標準法を改正して
教職員定数改善計画をたてることについて、国への意見書提出
を求める。
「高等学校等就学支援金」への所得制限をやめて「高校無償化」
を復活すること、また、「奨学給付金」を拡充して高校生への
給付制奨学金を確立することについて、国への意見書提出を求
める。
大学生に対する「給付制奨学金」制度をつくることを求める意
見書を国に提出することを求める。
特別支援学校の「設置基準」を策定することを求める意見書を
文部科学大臣に提出することを求める。

「国の責任による 35 人以下学級の前進」を
求める陳情

国の教育予算を増やして「高校無償化」を
復活し、給付制奨学金の確立を求める陳情

「大学生への給付制奨学金創設」を求める
陳情
特別支援学校の「設置基準」策定を国に求
める陳情

国
の
責
任
に
よ
る
35
人
以
下
学
級
の
前

進
を
求
め
る
意
見
書
（
要
約
）

国
は
小
学
１
〜
２
年
生
の
35
人
学
級

を
実
施
し
た
が
、
小
学
３
年
生
以
降
の

学
年
に
つ
い
て
は
見
送
ら
れ
て
い
る
。

学
級
規
模
が
小
さ
く
な
る
こ
と
で
不

登
校
や
生
活
指
導
の
件
数
が
減
り
、
学

習
に
対
す
る
理
解
や
意
欲
も
高
ま
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
保
障
す
る
た

め
に
も
、
35
人
以
下
学
級
な
ど
の
整
備

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

自
治
体
独
自
の
少
人
数
学
級
は
確
実

に
前
進
し
て
い
る
が
、
自
治
体
間
の
格

差
が
広
が
っ
て
お
り
、
教
育
の
機
会
均

等
を
保
障
す
る
た
め
次
の
２
点
の
実
現

を
要
請
す
る
。

１

国
の
責
任
で
、
小
学
校
３
年
生

以
降
の
35
人
以
下
学
級
を
計
画
的

に
前
進
さ
せ
る
こ
と

２

35
人
以
下
学
級
実
現
の
た
め
、

標
準
法
を
改
正
し
て
教
職
員
定
数

改
善
計
画
を
立
て
る
こ
と

松本議長がディーツヘルツタール市を訪問しました

あ
い
さ
つ
を
す
る
松
本
議
長

（
ク
ロ
ー
ン
ベ
ル
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
）
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第３回定例会の審議結果第３回定例会の審議結果

議会へ報告があったもの（表決はありません）

○…賛成　●…反対　欠…欠席　（議長は表決に加わらない）

承認3号

議案等
番号 付　　　議　　　事　　　件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ●

村
尾

光
子

岡
本

鉄
男

松
本

賢
一

磯
辺

香
代

岩
永

博
美

髙
山

利
夫

野
田

善
一

若
林

稔

塚
原

良
子

秋
山

幸
男

須
藤

勇

小
谷
野
晴
夫

石
田

陽
一

髙
橋

芳
市

大
島

昌
弘

柳
田
柳
太
郎

中
村

節
子

出
口

芳
伸

専決処分の承認を求めることについて
（国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定）

認定 1号
認定 2号
認定 3号
認定 4号

認定 5号

認定 6号
認定 7号

認定 8号

認定 9号

認定 10号
議案 49号
議案 50号
議案 51号
議案 52号

議案 53号

議案 54号
議案 55号

議案 56号

議案 57号

議案 58号

議案 59号

議案 60号

議案 61号
議案 62号
議案 63号
議案 64号

議案 65号

議案 66号
発議 4号

陳情 2号

発議 5号

陳情 3号

陳情 4号

陳情 5号

議案等番号 付　議　事　件 賛成 反対 結果 主　　な　　内　　容

議案等番号 案　　　件　　　名 内　　　　　　　　容

17
17
17
17

17

17
17

17

17

17
17
17
17
17

17

17
17

17

17

17

17

17

17
17
17
18

17

17
17

17

17

17

17

17

0
0
0
0

0

0
0

0

0

0
0
0
0
0

0

0
0

0

0

0

0

0

0
0
0
0

0

0
0

0

0

0

0

0

可決
可決
可決
可決

可決

可決
可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決

可決

可決
可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決

可決

可決
可決

採択

可決

継続

継続

継続

平成 26年度一般会計歳入歳出決算認定
平成 26年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
平成 26年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
平成 26年度介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算認定
平成 26年度介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）歳入歳出決算
認定
平成 26年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定
平成 26年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定
平成 26年度宇都宮都市計画事業石橋駅周辺土地区画整理事業特別会計
歳入歳出決算認定
平成 26年度小山栃木都市計画事業仁良川地区土地区画整理事業特別会
計歳入歳出決算認定
平成 26年度水道事業会計決算認定
平成 27年度一般会計補正予算（第２号）
平成 27年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
平成 27年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
平成 27年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第１号）
平成 27年度介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）
補正予算（第１号）
平成 27年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
平成 27年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
平成 27年度宇都宮都市計画事業石橋駅周辺土地区画整理事業特別会計
補正予算（第１号）
平成 27年度小山栃木都市計画事業仁良川地区土地区画整理事業特別会
計補正予算（第１号）
平成 27年度水道事業会計補正予算（第１号）

平成 26年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分

個人情報保護条例の一部改正

手数料条例の一部改正
奨学金貸付条例の一部改正
公民館設置条例の一部改正
市役所の位置を定める条例の一部改正
栃木県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び栃
木県市町村総合事務組合規約の変更
平成 27年度一般会計補正予算（第３号）
市議会会議規則の一部改正

「国の責任による 35人以下学級の前進」を求める陳情

「国の責任による 35人以下学級の前進を求める意見書（案）」の提出
国の教育予算を増やして「高校無償化」を復活し、給付制奨学金の確
立を求める陳情の常任委員会継続審査の申出
「大学生への給付制奨学金創設」を求める陳情の常任委員会継続審査の
申出
特別支援学校の「設置基準」策定を国に求める陳情の常任委員会継続
審査の申出

25年度と比較して 9億 9916 万 5000 円、4.3％の減（歳出）。
25年度と比較して 5171 万 8000 円、0.9％の増（歳出）。
25年度と比較して 1741 万 5000 円、3.6％の増（歳出）。
25年度と比較して 1億 9655 万 5000 円、6.4％の増（歳出）。

25年度と比較して 125万 3000 円、25.7％の減（歳出）。

25年度と比較して 1億 8192 万 8000 円、10.8％の増（歳出）。
25年度と比較して 1744 万 4000 円、4.3％の増（歳出）。

25年度と比較して 294万 1000 円、9.0％の減（歳出）。

25年度と比較して 1億 2760 万円、23.3％の増（歳出）。

仁良川・国分寺地区で配水管布設、下長田ほか 5地区で配水管布設替工事を実施。
自治医大駅西口バリアフリー事業など 11億 643 万 2000 円の増。
前年度決算に伴う繰越金の確定等により 2624 万円の減。
前年度決算に伴う繰越金の確定により 168万 5000 円の増。
前年度決算に伴う繰越金の確定等により 5125 万 2000 円の増。

前年度決算に伴う繰越金の確定により 41万 8000 円の増。

前年度決算に伴う繰越金の確定により 5378 万 3000 円の増。
前年度決算に伴う繰越金の確定により 1133 万 3000 円の増。

前年度決算に伴う繰越金の確定により 935万 9000 円の増。

前年度決算に伴う繰越金の確定により 1184 万 7000 円の増。

上下水道料金徴収業務委託など債務負担行為の追加。
26年度未処分利益剰余金 11億 4963 万 3505 円について資本金組入れなどの
処分。
番号法における個人情報保護の趣旨に沿い、適正な取り扱いを確保するため条例
の一部を改正。
マイナンバー制度におけるカードの再交付手数料を規定。
奨学金の貸付月額の改正と入学一時金の創設、償還期間と償還方法の改正。
南河内東公民館の研修室が 10月より使用可能となるため、条例の一部を改正。
新庁舎移転に伴い条例の一部を改正。
大田原地区広域消防組合と黒磯那須消防組合を廃止し、新たに那須地区消防組合
を加える。
9月の大雨災害にかかる災害対策費など 1億 1915 万 1000 円の増。
出産に伴う本会議及び委員会への欠席に関する規定を追加。
小学 3年生以降の 35人以下学級を計画的に前進させること、教職員定数改善計
画をたてることについて国へ意見書提出を求める。
陳情 2号に関する意見書を国に提出。
「高校無償化」を復活すること、高校生への給付制奨学金を確立することについ
て国へ意見書提出を求める陳情に対し、教育福祉常任委員会で継続審査とする。
大学生に対する給付制奨学金制度をつくることについて国に意見書提出を求める
陳情に対し、教育福祉常任委員会で継続審査とする。
特別支援学校の「設置基準」を策定することについて文部科学大臣に意見書提出
を求める陳情に対し、教育福祉常任委員会で継続審査とする。

報告 7号
報告 8号
報告 9号
報告 10号
報告 11号
報告 12号
報告 13号

平成 26年度一般会計継続費精算報告書
平成 26年度水道事業会計継続費精算報告書
平成 26年度健全化判断比率及び資金不足比率
平成 26年度公益財団法人下野市農業公社の経営状況説明書の提出
平成 26年度株式会社道の駅しもつけの経営状況説明書の提出
平成 26年度一般財団法人グリムの里いしばしの経営状況説明書の提出
平成 27年度下野市教育委員会点検・評価報告書の提出

継続事業である子ども・子育て支援事業計画策定業務が終了。  
継続事業である国分寺第１配水場施設整備更新事業が終了。  
実質公債費比率 6.9％は早期健全化基準の 25％を大きく下回っている。
農地利用集積円滑化事業、農作業受委託推進事業など、平成 26年度の報告。
外店舗の増床や花卉売場の拡大など、平成 26年度の事業報告。
ホール事業や企画展事業など、平成 26年度の事業報告。
教育委員会所管の主な事業について、外部評価委員の評価結果等の報告。

―お詫び―
　議会だより第 37 号 5 ページ、「第 2回定例会の審議結果」の承認第 3号につきまして、「賛成 17・反対 0」は誤りであり、
正しくは「賛成 16・反対 1」となります。読者の皆さまにお詫びするとともに、ここに訂正させていただきます。なお、
議員の賛否状況は以下のとおりです。

議長は通常表決に加わらないが、議案64号は出席議員３分の２以上の同意を要する特別多数議決案件であるため表
決に加わった。
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委
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会
報
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考
え
る
が
、
組
織
を
ふ
や
す
た
め

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

防
災
訓
練
な
ど
を
通
し
て

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い

る
。問
い
合
わ
せ
な
ど
も
あ
る
が
、

立
ち
上
げ
ま
で
に
は
至
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
、
今
後
も
積
極
的
に
推

進
す
る
。

自
主
防
災
組
織
活
動
補
助

金
を
交
付
し
た
組
織
は
い

く
つ
か
。８

つ
で
あ
る
。
19
自
治
体

が
加
入
し
、
世
帯
数
で
は

２
５
３
５
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

防
災
に
は
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
が
重
要
と

あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
。

年
間
で
１
２
０
０
万
円
か

か
る
事
業
で
あ
り
、
評
価

を
精
査
し
継
続
す
る
か
ど
う
か
検

討
し
た
い
。

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
番
組
の
「
し

も
つ
け
サ
タ
デ
ー
モ
ー
ニ

ン
グ
」
は
、
今
後
も
事
業
を
継
続

し
て
い
く
の
か
。聴
取
率
が
低
く
、

市
外
の
方
に
ど
れ
だ
け
の
効
果
が

答

問 総務

広
報
ラ
ジ
オ
番
組
制
作
事
業

答

答

問問 総務

自
主
防
災
組
織

総務

庁
舎
等
施
設
管
理
事
業

総務

市
長
選
挙
費

総務

水
防
費

パ
ー
セ
ン
ト
削
減
目
標
を
達
成
で

き
た
。

価
が
幾
ら
に
な
っ
た
の
か
。

事
務
手
数
料
２
万
８
０
９

９
円
、
投
票
数
37
件
、
単

価
は
７
５
９
円
で
あ
る
。

今
後
の
土
の
う
の
備
蓄
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

今
回
の
豪
雨
災
害
で
は
準

備
し
て
お
い
た
５
５
０
個

全
て
の
土
の
う
を
使
用
し
た
。
引

き
続
き
土
の
う
の
備
蓄
を
考
え
る
。

今
回
の
被
災
現
場
の
状
況

を
も
と
に
配
置
場
所
に
つ

い
て
も
検
討
を
願
う
。
災
害
は
ま

た
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い

の
で
、早
め
に
準
備
し
て
ほ
し
い
。

消
防
団
と
連
携
し
、
対
応

し
た
い
。

光
熱
水
費
の
節
電
効
果
に

つ
い
て
伺
う
。

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に

職
員
の
省
エ
ネ
意
識
が
さ

ら
に
高
ま
っ
た
。
26
年
度
の
市
役

所
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
は
、
20
年
度
を
基
準
と
し
た
５

市
長
選
挙
で
は
、
指
定
病

院
な
ど
11
カ
所
で
不
在
者

投
票
が
行
わ
れ
た
。
事
務
手
数
料

と
投
票
数
、
１
投
票
当
た
り
の
単

常 任 委 員 会
審 査 報 告
常 任 委 員 会
審 査 報 告
常 任 委 員 会
審 査 報 告

定例会で委員会付託された議案等について、各常任委員会の審査状況を報告いたします。定例会で委員会付託された議案等について、各常任委員会の審査状況を報告いたします。

答答 問問答

答

問問

自主防災組織によるAED使用訓練のようす

※
庁
舎
燃
料
（
冷
暖
房
）
な
ど
の

電
気
使
用
量
が
54
％
を
占
め
る
。

他
に
は
ガ
ソ
リ
ン
等
。
排
出
係
数

は
東
電
か
ら
新
電
力
会
社
（
Ｐ
Ｐ

Ｓ
）
に
変
更
し
た
こ
と
か
ら
大
幅

に
下
が
っ
た
。

宅地内浸水を防止するため積まれた土のう
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委
員
会
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化
工
場
を
運
転
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
放
射
性
物
質
が
蓄
積
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
現
在
は
溶

融
炉
の
運
転
を
中
止
し
、
専
門
業

者
に
搬
出
し
て
い
る
。

づ
け
も
あ
り
、
減
免
に
よ
り
半
額

と
し
て
い
る
。

平
成
13
年
か
ら
交
渉
し
て

き
た
が
平
成
26
年
度
に
地

権
者
の
調
査
協
力
が
得
ら
れ
た
。

今
後
は
補
償
費
に
つ
い
て
交
渉
し

て
い
く
。

下
水
道
の
汚
泥
は
ク
リ
ー

ン
パ
ー
ク
茂
原
で
処
理
さ

れ
て
い
る
の
か
。

汚
泥
処
理
は
ク
リ
ー
ン

パ
ー
ク
茂
原
の
資
源
化
工

場
で
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
資
源

管
理
費
約
４
８
１
万
円
の

内
訳
を
伺
う
。

光
熱
水
費
で
１
６
８
万

円
、
他
に
燃
料
用
ガ
ス

代
等
で
約
１
０
２
万
円
、
土
日

夜
間
の
施
設
管
理
委
託
料
と
し

て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

約
１
５
９
万
円
、
そ
の
ほ
か
施
設

警
備
、
消
防
点
検
業
務
委
託
料
で

43
万
円
で
あ
る
。
な
お
、
営
業
し

て
い
る
う
ど
ん
店
の
使
用
料
は
月

額
17
万
６
８
０
０
円
の
と
こ
ろ
、

農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
の
位
置

宇
都
宮
都
市
計
画
事
業
石

橋
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理

事
業
の
平
成
26
年
度
の
進
捗
状
況

は
。 答

答

問問 経済
建設
下
野
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
管
理
費

経済
建設
石
橋
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業

答 問 経済
建設
流
域
下
水
道
費

る
ほ
か
、
学
校
給
食
に
地
元
農
産

物
を
使
用
す
る
事
業
に
対
し
、
児

童
一
人
り
当
た
り
年
間
３
０
０
円

を
補
助
し
て
い
る
。
今
後
、
地
元

農
産
物
の
使
用
割
合
の
数
値
も
調

べ
て
い
き
た
い
。

額
は
、
44
億
８
３
６
５
万
４
千
円

で
、
う
ち
青
果
部
が
34
億
３
６
９

６
万
８
千
円
、
花
き
部
が
10
億
４

６
６
８
万
６
千
円
で
あ
る
。
水
産

部
は
現
在
業
務
を
停
止
し
て
い
る
。

事
業
の
詳
細
は
。
ま
た
、

今
後
学
校
給
食
献
立
の
30

〜
40
％
を
本
市
産
農
産
物
の
使
用

目
標
に
し
て
は
ど
う
か
。

地
産
地
消
推
進
協
議
会
委

員
の
報
酬
を
支
出
し
て
い

県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

事
務
組
合
負
担
金
を
支
出

し
て
い
る
が
、
出
荷
者
数
と
売
り

上
げ
額
は
。

出
荷
者
数
は
把
握
し
て
い

な
い
が
、
年
間
売
り
上
げ

答 問 経済
建設
商
工
業
振
興
費

答 問 経済
建設
地
産
地
消
推
進
事
業

経済建設常任委員会 総務常任委員会

県南公設地方卸売市場（小山市下河原田）

きらら館の北、長田橋の西側にある
農村環境改善センター
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前
年
度
に
比
べ
1.5
倍
ほ
ど

増
加
す
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

が
困
難
で
あ
る
こ
と
と
い

う
条
件
を
判
断
す
る
材
料
と
し

て
、
栃
木
県
育
英
会
の
収
入
基
準

を
参
考
に
し
て
い
る
。

平
成
26
年
度
に
お
け
る
生

活
保
護
法
第
63
条
及
び
第

78
条
の
返
還
金
の
件
数
は
。

第
63
条
に
つ
い
て
は
39

件
、
第
78
条
に
つ
い
て
は

24
件
で
あ
る
。

使
用
料
改
定
後
は
ど
の
程

度
収
入
増
が
見
込
ま
れ
る

の
か
。

募
集
要
項
で
は
奨
学
生
の

選
考
に
当
た
っ
て
、
栃
木

県
育
英
会
基
準
を
参
考
に
書
類
審

査
を
行
う
と
あ
る
が
、
栃
木
県
育

英
会
で
不
採
用
と
な
っ
た
方
が
当

貸
し
付
け
に
応
募
し
て
も
、
採
用

さ
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
と
考
え

ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
。

答答

問問 教育
福祉
公
民
館
設
置
条
例
の
一
部
改
正

教育
福祉
下
野
市
奨
学
金
貸
付
条
例
の
一
部
改
正

答 問 教育
福祉
生
活
保
護
法
63
条
・
78
条
の
返
還
金

に
利
用
が
終
わ
っ
た
方
に
つ
い
て

は
、
取
得
し
た
資
格
を
活
か
し
て

就
業
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

高
等
技
能
訓
練
促
進
事
業

の
利
用
者
は
就
業
に
結
び

つ
い
て
い
る
か
。

平
成
26
年
度
の
利
用
者
３

名
に
つ
い
て
は
現
在
も
学

校
に
通
っ
て
い
る
が
、
25
年
度
中

石
橋
児
童
館
の
移
転
先
と

な
る
テ
ー
マ
館
に
は
農
機

具
の
展
示
等
が
さ
れ
て
い
る
が
、

児
童
館
と
し
て
確
保
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
は
あ
る
の
か
。

移
転
先
は
児
童
館
と
し
て

の
条
件
が
備
え
ら
れ
な
い

た
め
、「
児
童
館
」
を
名
乗
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
遊
び
場
の
確

保
と
い
う
こ
と
で
「（
仮
称
）
こ

ど
も
の
広
場
」
と
し
て
い
る
。
現

在
の
石
橋
児
童
館
の
半
分
強
の
ス

ペ
ー
ス
と
な
る
が
、
テ
ー
マ
館
の

ワ
ン
フ
ロ
ア
の
半
分
程
度
を
タ
イ

ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
敷
き
に
す
る
な

ど
、
有
効
な
活
用
方
法
を
検
討
し

て
い
る
。

答 問 教育
福祉
（
仮
称
）こ
ど
も
の
広
場
い
し
ば
し
整
備
事
業

答 問 教育
福祉
母
子
家
庭
に
お
け
る
高
等
技
能
訓
練
促
進

事
業

1010

教育福祉常任委員会

石橋児童館

※【生活保護法第63条・第78条】
第 63 条は、過失等により不適
正に保護費を受給した場合の返
還義務を定めた規定であり、第
78 条は、不正受給が悪質な場
合の徴収について定めた規定で
ある。

【附【附帯意帯意見・見・教育教育福祉福祉常任常任委員委員会】会】
１　本市本市奨学奨学金制金制度度について、基金基金化化に向向け

検た検検討討及討及び本び本本市独市独市独自自の自 基準基準基準によ 内る内内容容の容 拡拡拡
充を充を充を望む望む望む。
２２ 学校学校教育教育サポサポ トートセンセンタターにつにつ ていて ス、ス
クールソーシャルワーカーをスタッフに加
えるえるなどなど 機、機、機能の能のさらさらなるなる充充実充実を望を望む。む。
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現地調査を実施しました現地調査を実施しました
総
務
常
任
委
員
会（
９
月
14
日
）

経
済
建
設
常
任
委
員
会

（
９
月
８
日
）

教
育
福
祉
常
任
委
員
会（
９
月
11
日
）

各常任委員会の初日、議案に関する各事業について、現地調査を行いました。各常任委員会の初日、議案に関する各事業について、現地調査を行いました。

新庁舎建設工事現場

オアシスポッポ館

自治医大駅西口

薬師川沿いの歩道

大松山運動公園

（
仮
称
）
薬
師
寺
地
域
交
流流

セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
現
場

壬
生
消
防
署

国
分
寺
図
書
館
機
械
室

石
橋
公
民
館
２
階

学
校
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　基礎工事の様子を視
察した。今年度中に完
成し、来年５月にオー
プンする予定。

　屋上階は防水・外
装工事、１階から３
階は内装工事を進め
ていた。

　新庁舎開庁にあわせ
歩道の段差解消の工事
が行われる。

　国分寺駅西口にあり、
市観光協会が道の駅から
の移転を予定している。

　桜の根上がりにより
アスファルトが隆起し
ている。

　市の教育相談の核と
なる施設を視察した。

　拡張整備予定地を
現地視察した。

　空調設備の改修を
行っている。

耐震改修工事が終了した。

　石橋地区消防組合壬
生消防署が壬生町国谷
地内に新築され、３月
10 日より移転・運用開
始となった。
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問問
答

工事が始まった自治医大駅西口前

し
た
。

国
道
４
号
線
の
区
間
は
、

今
年
度
実
施
設
計
が
行
わ

れ
、
こ
れ
ら
の
工
事
は
、
28

年
度
以
降
の
着
手
予
定
の
た

め
、
早
期
完
成
に
向
け
国
等

へ
働
き
か
け
を
続
行
す
る
。

約
30
メ
ー
ト
ル
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
工
事
を
す
で
に
発
注
し

て
い
る
。
残
り
の
国
道
４
号

線
ま
で
の
約
70
メ
ー
ト
ル

は
、
平
成
28
年
度
の
整
備
予

定
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
補

正
予
算
案
で
工
事
費
を
計
上

市
長

新
庁
舎
の
玄

関
口
と
も
い
え
る
自

治
医
大
駅
西
口
か
ら
新
庁
舎

ま
で
の
ア
ク
セ
ス
は
、
駅
前

か
ら
国
道
４
号
線
ま
で
の
市

道
２
―
13
号
線
の
約
１
０
０

メ
ー
ト
ル
区
間
と
国
道
４

号
線
の
新
庁
舎
ま
で
の
約

１
６
０
メ
ー
ト
ル
の
区
間
を

予
定
し
て
い
る
。

２
―
13
号
線
に
つ
い
て

は
、
広
場
ロ
ー
タ
リ
ー
部
の

自
治
医
大
駅
西
口
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設

置
さ
れ
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
利
用
す
る
に
は
、
車
道
の

間
に
約
10
セ
ン
チ
の
縁
石
が

あ
り
、
車
い
す
で
の
通
行
は

困
難
。
段
差
解
消
を
含
め
、

自
治
医
大
駅
西
口
か
ら
新
庁

舎
ま
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

整
備
計
画
及
び
工
事
予
定
は
。

答

問

市
道
部
分
は
今
年
度
中
に
完
了
予
定

自
治
医
大
駅
か
ら
新
庁
舎
ま
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

議
員

岩
永
博
美

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、
６
人
の
議
員
が
市
政
に
対

し
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
の
内

容
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

ほ
か
に
も
・
・
・

小
中
一
貫
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

南
河
内
中
学
校
区
に
推
進
協
議
会
を
設
置
す
る
。

小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
。

学
校
適
正
配
置
推
進
協
議
会
を
設
置
し
検
証
・
検
討
。

問問答答
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問問
答

問問
答

旅
な
ど
や
行
楽
地
や
イ
ベ
ン

ト
へ
向
け
た
臨
時
列
車
と
の

連
携
を
視
野
に
入
れ
観
光
列

車
へ
結
び
付
け
ら
れ
る
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。

し
て
い
き
た
い
。
③
上
野
東

京
ラ
イ
ン
は
本
年
３
月
よ
り

開
業
し
時
間
の
短
縮
等
、
利

便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
の
で
運
行
状
況

の
動
向
及
び
情
報
等
に
気
を

配
っ
て
い
き
た
い
。
④
Ｊ
Ｒ

東
日
本
が
主
催
す
る
日
帰
り

要
望
で
き
な
い
か
。

市
長

①
栃
木
県
が

中
心
と
な
り
宇
都
宮

線
沿
線
の
市
町
と
と
も
に
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
②
市
歌
制
定
後
、
３
駅

構
内
で
放
送
す
る
に
当
た
っ

て
、
Ｊ
Ｒ
の
基
準
や
一
駅
年

１
０
０
万
円
以
上
の
費
用
負

担
な
ど
の
課
題
が
あ
る
が
、

発
車
メ
ロ
デ
ィ
、
構
内
放
送

な
ど
の
実
現
に
向
け
協
議
を

①
小
金
井
駅
発
の
電

車
を
北
伸
で
き
な
い

か
。
②
市
歌
を
制
定
す
る
に

当
た
っ
て
駅
構
内
で
放
送
し

て
本
市
の
ア
ピ
ー
ル
を
し
て

も
ら
え
な
い
か
。
③
上
野
東

京
方
面
へ
の
快
速
電
車
を
運

行
し
て
も
ら
え
な
い
か
。
④

首
都
圏
か
ら
下
野
市
行
き
の

観
光
列
車
を
運
行
す
る
よ
う

答

問

市
歌
の
駅
構
内
放
送
に
つ
い
て
協
議
す
る

Ｊ
Ｒ
と
の
関
係
強
化
を
伺
う

議
員

大
島
昌
弘

ら
ニ
ー
ズ
に
応
え
き
れ
な
い

部
分
が
あ
る
。
市
立
図
書
館

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は
必

要
で
は
な
い
か
。

教
育
長

ど
の
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
で
何
を

す
る
か
。
費
用
対
効
果
を
考

え
、
検
討
し
て
い
く
。

蔵
書
点
検
に
必
要
な

ハ
ン
ド
ス
キ
ャ
ナ
ー

が
市
内
全
体
で
２
台
し
か
な

い
。
故
障
な
ど
に
対
応
す
る

た
め
、
追
加
で
き
な
い
か
。

教
育
長

１
台
追
加

し
、
３
台
に
す
る
。

学
校
図
書
館
は
予
算

や
蔵
書
数
の
制
約
か

教
育
長

財
政
状
況

を
踏
ま
え
て
の
調
整

が
難
し
い
。

か
つ
て
は
行
わ
れ
て

い
た
引
継
ぎ
が
現
在

は
な
い
。復
活
で
き
な
い
か
。

教
育
長

新
旧
支
援

員
に
よ
る
直
接
の
引

継
ぎ
は
難
し
い
。
司
書
教
諭

や
市
立
図
書
館
の
主
任
司
書

に
よ
る
定
期
訪
問
な
ど
で
対

応
し
た
い
。

学
校
生
活
支
援
員

（
図
書
）
は
年
間
60

日
の
勤
務
日
数
で
図
書
の
貸

出
業
務
、
蔵
書
点
検
、
図
書

購
入
、
図
書
だ
よ
り
の
作

成
、
読
書
週
間
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
対
応
、
図
書
委
員
会
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
余
裕
が

な
い
状
況
で
あ
る
。
勤
務
日

数
を
ふ
や
せ
な
い
か
。

答答

答

答

問

問

問問

学
校
図
書
館
の
運
営
は
司
書
教
諭
を
中
心
に
行
う

学
校
生
活
支
援
員
（
図
書
）
の
さ
ら
な
る
活
用
を

議
員

中
村
節
子

ほ
か
に
も
・
・
・

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
壬
生
・
上
三
川
へ
の
広
域
化
は
進

む
の
か
。

運
賃
、
運
行
シ
ス
テ
ム
、
時
間
的
制
約
か
ら
難
し
い

が
検
討
し
て
い
く
。

問答

ほ
か
に
も
・
・
・

本
市
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
現
状
は
。

ロ
ケ
地
検
索
シ
ス
テ
ム
に
市
内
ロ
ケ
候
補
地
17
か
所

を
登
録
し
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

問答

※学校生活支援員（図書）
小中学校の司書業務を行う非常勤の職員。
各学校に 1人ずつ配置されている。
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問問
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検診のようす

工
会
加
盟
店
の
利
用
券
等
の

検
討
を
。市

長

ふ
れ
あ
い
館

の
プ
ー
ル
利
用
券
、

温
浴
施
設
の
入
浴
券
、
デ
マ

ン
ド
バ
ス
の
利
用
券
を
選
択

で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

る
こ
と
に
よ
り
、
事
前
申
請

を
し
な
く
と
も
始
め
ら
れ
る

よ
う
工
夫
、改
善
し
て
い
く
。

今
回
、
参
加
申
し
込
み
期
間

を
10
月
ま
で
延
長
し
た
。

記
念
品
は
道
の
駅
の

利
用
券
の
み
。
今
後

は
デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
市
内
商

月
と
短
い
。
希
望
者
の
利
便

性
を
ど
う
と
ら
え
た
か
。

市
長

市
民
が
意
識

的
に
各
種
検
診
や
健

康
づ
く
り
に
参
加
し
、
一
年

を
通
し
自
ら
の
健
康
増
進

に
取
り
組
ん
で
頂
く
た
め
に

事
前
申
請
と
し
た
。
来
年
度

か
ら
は
、
参
加
し
や
す
く
な

る
よ
う
市
広
報
紙
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
す
る
「
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
」
を
利
用
す

マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
、

多
く
の
市
民
の
参
加

に
よ
り
〝
健
康
の
ま
ち
し
も

つ
け
市
〞
の
機
運
を
高
め
た

い
。
現
在
の
参
加
人
数
は
。

市
長

８
月
31
日
現

在
男
性
46
名
、
女
性

１
５
９
名
。

参
加
申
し
込
み
は
事

前
申
請
期
間
も
３
カ

答

答

答

問

問

問

よ
り
取
り
組
み
や
す
く
な
る
よ
う
創
意
工
夫
、
改
善
す
る

「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
の
拡
充
・
更
な
る
利
便
性
を

議
員

塚
原
良
子

宮
、
日
光
、
鹿
沼
、
さ
く
ら

の
６
市
が
実
施
し
て
い
る
。

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
１
つ
の
事
業
と
し
て
実

施
で
き
な
い
か
を
早
急
に
検

討
し
た
い
。

者
名
簿
の
登
録
者
調
査
に
あ

わ
せ
て
、
ご
み
出
し
、
清
掃
、

調
理
等
の
ニ
ー
ズ
内
容
と
量

に
つ
い
て
把
握
し
た
い
。

今
後
認
知
症
や
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
。
ご
み
の

戸
別
収
集
制
度
を
整
え
て
は

ど
う
か
。
障
害
の
あ
る
方
に

と
っ
て
も
必
要
だ
。

市
長

県
内
で
は
、

佐
野
、
栃
木
、
宇
都

排
出
時
間
・
排
出
場
所
な
ど

制
約
の
多
い
ご
み
出
し
に
つ

い
て
排
出
困
難
世
帯
は
ど
う

し
て
い
る
の
か
。

市
長

介
護
認
定

を
受
け
た
方
は
、
訪

問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
対

応
。
非
認
定
の
方
に
は
高
齢

者
福
祉
事
業
の
生
活
支
援

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
に
よ
り

支
援
し
て
い
る
が
、
10
月
に

実
施
す
る
避
難
行
動
要
支
援

介
護
保
険
法
が
改
正

さ
れ
、
医
療
・
介
護

に
至
ら
な
い
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
（
清
掃
、
ゴ
ミ
出
し
、

配
食
等
）
を
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
企

業
等
多
様
な
主
体
が
提
供
す

る
体
制
を
市
町
村
が
主
体
と

な
っ
て
構
築
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
た
。
現
在
、
分
別
や

答

答

問

問

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
１
つ
と
し
て
検
討

家
庭
ご
み
の
排
出
困
難
世
帯
へ
戸
別
収
集
を

議
員

磯
辺
香
代

ほ
か
に
も
・
・
・

18
歳
選
挙
権
・
賢
い
主
権
者
教
育
を
。

中
学
生
か
ら
選
挙
の
意
義
、
仕
組
み
な
ど
啓
発
す
る

講
座
を
開
催
し
、
主
権
者
教
育
を
推
進
す
る
。

問答
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■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

南河内図書館

格
者
の
市
職
員
が
責
任
を
持

ち
、
運
営
部
門
は
指
定
管
理

者
制
度
を
維
持
し
、
利
用
者

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
よ
り
よ
い

運
営
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

在
の
３
館
を
維
持
し
た
い
。

教
育
長

26
年
度
事
業
を
対

象
に
３
館
の
評
価
を
実
施
し

た
結
果
、
総
合
評
価
点
数
は

２
館
の
指
定
管
理
館
が
直
営

館
よ
り
若
干
上
回
っ
た
。
市

内
図
書
館
を
統
括
す
る
重
要

な
管
理
部
門
に
は
司
書
有
資

き
て
い
る
。
な
ぜ
図
書
館
に

集
中
的
に
民
間
活
力
を
導
入

し
よ
う
と
す
る
の
か
。
教
育

上
の
意
義
よ
り
経
済
性
を
優

先
さ
せ
る
の
か
。

市
長

地
域
に
お
け

る
知
識
を
得
る
窓
口

と
し
て
、
市
民
の
生
涯
学
習

や
課
題
解
決
、
文
化
の
発
展

を
支
え
る
こ
と
が
公
立
図
書

館
の
使
命
と
考
え
る
。
財
政

状
況
は
厳
し
く
な
る
が
、
現

行
政
改
革
大
綱
実
施

計
画
で
は
、
南
河
内

図
書
館
へ
の
指
定
管
理
者
導

入
の
検
討
を
掲
げ
て
い
る
。

公
立
図
書
館
の
使
命
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。
既
に
２

館
を
指
定
管
理
者
と
し
、
改

善
の
余
地
は
あ
る
も
の
の
直

営
館
と
相
互
に
連
携
し
な
が

ら
、
良
好
な
運
営
が
維
持
で

答

問

管
理
部
門
は
行
政
が
担
い
、
運
営
は
民
間
と
し
た
い

南
河
内
図
書
館
の
市
直
営
堅
持
を
求
め
る

議
員

村
尾
光
子

ほ
か
に
も
・
・
・

選
挙
公
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を
求
め
る
。

前
回
市
長
選
で
実
施
、選
挙
後
の
掲
載
は
研
究
す
る
。

問答

８月

９月

10月

19日　地方創生推進特別委員会、議会活性化特別委
員会、総務常任委員会

21日　教育福祉常任委員会
25日　議会運営委員会、議員全員協議会、地方創生

推進特別委員会、議会だより編集委員会

１～25日　第３回定例会
16日　議会運営委員会
24日　議会運営委員会、議員全員協議会
25日　地方創生推進特別委員会、議会だより編集委

員会
28～10月２日　姉妹都市締結40周年記念訪問団派遣
　　　　　　（議長、ドイツ・ディーツヘルツタール市）

６日　正副委員長会議、議会運営委員会
９日　議会だより編集委員会
15日　議員全員協議会
19～20日　議会運営委員会視察
　　　　　　　　（岩手県北上市、宮城県大崎市）
　　　　　～議会運営の取り組みについて～
22日　栃木県市議会議長会議（小山市）
23日　議会だより編集委員会
26日　小山広域保健衛生組合議会定例会
　　　県南公設地方卸売市場事務組合議会定例会
28日　宮城県登米市議会来庁
　　　～庁舎建設と支所のあり方について～
28～29日　関東市議会議長会理事会（柏市）
29日　議会だより編集委員会

議 会 の 動 き

　三王山地区の公園整備事業は基本設計に基づき
総事業費を５億 8400 万円、工事期間を平成 26 年
度から 28 年度までとして整備に着手しています。
　しかし、議員全員協議会において、執行部から
「実施設計に基づき算出した事業費は、資材費・
人件費の高騰及び消費税増税のため当初見込みよ
り大きく上回り、９億 6000 万円となることが判
明した。そこで、実施設計を見直しして事業費の
縮減を図り、さらに国庫補助金をより多く確保す
るため整備期間を 29 年度までに延長する」との
説明がありました。

《主な変更点》
・調整池計画見直しと展望デッキ取りやめ
・トイレ棟､ サニタリー棟の工法変更
・東側樹林地園路見直し・使用材料等変更

議員全員協議会（９月 24日）

（仮称）三王山公園整備、事業費を変更

事業費
期　間

5億8400
H26年度～28年度

（万円）

9億6000 7億9700
H29年度まで

基本設計 実施設計 実施設計見直し後
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平
成
27
年
11
月
15
日
発
行

年
４
回
発
行

No.
38

今
回
の
台
風
18
号
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

50
年
に
一
度
と
も
言
わ
れ
る
大
洪
水
で
し
た
が
、
毎

年
防
災
訓
練
を
し
て
い
て
も
、
い
ざ
本
番
に
な
っ
て
み

る
と
考
え
方
や
対
策
の
甘
さ
が
露
呈
さ
れ
ま
し
た
。
市

内
で
は
、
床
上
浸
水
等
は
あ
っ
た
も
の
の
人
的
被
害
は

な
く
、
本
市
の
住
環
境
の
よ
さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
県
内
で
は
広
範
囲
に
わ
た
り
被
害
が
出
て
し

ま
い
ま
し
た
。
い
ち
早
く
被
災
者
へ
の
対
応
が
必
要
と

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
被
災
者
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
整
備
し
確
実
に
運
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

次
は
50
年
先
か
来
年
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
常
に
心

し
て
お
く
べ
き
で
す
。

（
石
田

陽
一
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長

村
尾

光
子

副
委
員
長

塚
原

良
子

委

員

出
口

芳
伸

中
村

節
子

柳
田
柳
太
郎

石
田

陽
一

次
号（
第
39
号
）は
２
月
15
日
に
発
行
し
ま
す

下野市議会だよりNo. 38

下野市議会だより１部
あたりの印刷製本費は
約 13 . 8円です。

市市市議会会会災災災害害害対対対策策策支支支援援本本本部部ををを設設設置置しししまましししたたた市議会災害対策支援本部を設置しました
９月９～ 10日に本県を襲った豪雨災害。市議会では議会基本条例に基づき、災害対策支援本部を設置しました。

　市災害対策本部が設置されたことを受け、９
月 10 日、市議会においても松本議長を本部長
としして災災害対害対策支策支援本援本部を部を設置設置しましましたし 。。
　午前９時から会議を開き、市災害対策本部か
ららの報告報告を受を受けたけた ちのち 各、各議員議員よりより地域地域 被の被害害
状況の報告をまとめ、支援本部長名で市災害対
策本部長である市長に報告書を提出しました。

　台風 18 号の影響を受け前日から降り続いた
雨は雨は 本、本市に市においおいてもても道路道路の流の流失や失や冠水冠水 住、住宅宅
の床上・床下浸水などの被害が生じました。ま
た、水稲やイチゴなど農作物の被害も大きなも
のでした。

被災された皆様に心からお見舞い申し上げます。
　　また、消防団や市建設関係団体の皆様のご苦労に厚く感謝申し上げます。

冠水した道路（きらら館駐車場東側）

第４回定例会
月　 日（水）

会
月12月 日２ 開会予定

第４回定例会
月　 日（水）12 ２ 開会予定

詳しい日程は決定次第、市ホームページ
　　　　　　　　　　　　http://www.city.shimotsuke.lg.jp  でお知らせいたします。


